
  

    

第第第第２６２６２６２６回学長定例記者会見回学長定例記者会見回学長定例記者会見回学長定例記者会見    発表事項発表事項発表事項発表事項５５５５                                            

 

平成２４年２月２２日 

 

    

    

    

国際協力研究科は、国際協力研究科は、国際協力研究科は、国際協力研究科は、国際環境協力、国際教育協力、国際平和協力の国際環境協力、国際教育協力、国際平和協力の国際環境協力、国際教育協力、国際平和協力の国際環境協力、国際教育協力、国際平和協力の 3333 本の柱を設定し本の柱を設定し本の柱を設定し本の柱を設定し、大学・、大学・、大学・、大学・

国際機関・開発途上国国際機関・開発途上国国際機関・開発途上国国際機関・開発途上国などなどなどなどにおいて活躍出来る実践者・研究者において活躍出来る実践者・研究者において活躍出来る実践者・研究者において活躍出来る実践者・研究者（（（（グローバル人材グローバル人材グローバル人材グローバル人材））））を育成していを育成していを育成していを育成してい

ます。講義・演習・事務手続きは英語で行い、在学生のます。講義・演習・事務手続きは英語で行い、在学生のます。講義・演習・事務手続きは英語で行い、在学生のます。講義・演習・事務手続きは英語で行い、在学生の 70707070％が留学生％が留学生％が留学生％が留学生(43(43(43(43 カ国カ国カ国カ国))))というというというというグローバグローバグローバグローバ

ル化したル化したル化したル化した教育システムを構築しています。教育システムを構築しています。教育システムを構築しています。教育システムを構築しています。    

 

１．１．１．１．学問分野を超えた文理融合型の教育・研究体制の整備学問分野を超えた文理融合型の教育・研究体制の整備学問分野を超えた文理融合型の教育・研究体制の整備学問分野を超えた文理融合型の教育・研究体制の整備    

(1)(1)(1)(1)柔軟な入学システムと多様な学生の受け入れ柔軟な入学システムと多様な学生の受け入れ柔軟な入学システムと多様な学生の受け入れ柔軟な入学システムと多様な学生の受け入れ    

    ・諸外国の多様な入学時期に合わせ、年間 4 月と 10 月の 2 回に分けたシステムを構築。 

・一般選抜、社会人特別選抜(フェニックス)、特定資格選抜、推薦（高等専門学校、国際経験）

選抜、留学生特別選抜など多様な入試。 

・国際協力機構留学生無償支援事業(JDS）、インドネシア高等人材育成事業、世界銀行奨学制度

などアジア・アフリカ諸国からの留学生への組織的支援。 

    

(2)(2)(2)(2)文理融合型文理融合型文理融合型文理融合型の多様なの多様なの多様なの多様な実践的実践的実践的実践的カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムをををを編成編成編成編成    

・経済学、工学、農学、生物学、政治学、平和学、教育学、文化人類学など多様な分野の基幹

教員(専任)と協力教員(他研究科から併任)が連携した、分野融合課題解決型の実践的カリキ

ュラムによる教育。 

・インターンシップ・フィールドワークを重視：下記の多様な外部資金を獲得して教員が派遣

先を開拓し、学生を海外(主にアジア・アフリカ）に派遣。 

①①①①  低炭素社会を設計する国際環境リーダー育成プログラム低炭素社会を設計する国際環境リーダー育成プログラム低炭素社会を設計する国際環境リーダー育成プログラム低炭素社会を設計する国際環境リーダー育成プログラム    

 2003-2007 年度の文部科学省 21 世紀 COE プログラム「社会的環境管理能力の形成と国際協力

拠点」を発展させ、2008-2012 年度文部科学省科学技術振興調整費の獲得により、このプロ

グラムを推進中。複眼的、国際的視野で国や地域が直面する課題を見いだし、戦略的解決策

を設計する国際環境リーダーを育成。 http://hicec.hiroshima-u.ac.jp/ 

②②②②      JICAJICAJICAJICA 連携事業：連携事業：連携事業：連携事業：JOCVJOCVJOCVJOCV ザンビア派遣プログラムザンビア派遣プログラムザンビア派遣プログラムザンビア派遣プログラム    

 2002 年度より、国際協力機構との連携により、博士前期学生を 2 年間アフリカのザンビアの

中等学校で、青年海外協力隊(JOCV)理数科教師としてフィールドワークとインターンシップ

を実施。 http://home.hiroshima-u.ac.jp/zamproba/ 

－研究科紹介－－研究科紹介－－研究科紹介－－研究科紹介－    

環境・教育・平和を柱とした国際協力研究科環境・教育・平和を柱とした国際協力研究科環境・教育・平和を柱とした国際協力研究科環境・教育・平和を柱とした国際協力研究科    

----ヒロシマ・日本の復興経験を世界の発展に繋げるヒロシマ・日本の復興経験を世界の発展に繋げるヒロシマ・日本の復興経験を世界の発展に繋げるヒロシマ・日本の復興経験を世界の発展に繋げる----  



③③③③      グローバルインターンシッププログラムグローバルインターンシッププログラムグローバルインターンシッププログラムグローバルインターンシッププログラム    

 国際協力研究科を中心として、2007-2009 年度文部科学省組織的な大学院教育改革支援プロ

グラム「グローバルインターンシップ推進拠点の形成」を発展させ、海外インターンシップ

（日本人大学院生を海外の機関へ派遣）、国内インターンシップ(留学生を国内の機関へ派遣)、

第三国インターンシップ(開発途上国の学生を異なる国の機関へ派遣)などを実施。

http://www.hiroshima-u.ac.jp/gecbo/ 

④④④④    国際協力特定プログラム（学部国際協力特定プログラム（学部国際協力特定プログラム（学部国際協力特定プログラム（学部 3333 年生）年生）年生）年生）    

 2008 年度から、学部 3 年生を中心に毎年約 20 名をフィリピンまたはインドネシアに引率し、

開発途上国での現地研修を行う。研修前には講義を、調査後には演習を行うことで、学生の

理解力を高めている。 

⑤⑤⑤⑤    グローバル環境リーダー育成プログラムグローバル環境リーダー育成プログラムグローバル環境リーダー育成プログラムグローバル環境リーダー育成プログラム：広島大学大学院リーディングプログラム機構の

もとで、既存の大学院の枠組みを超え、企業などとの連携を図った 5 年一貫の大学院教育

（2012 年度後期第一期生入学）を行う。 

⑥⑥⑥⑥    日米複数学位（修士号）プログラム日米複数学位（修士号）プログラム日米複数学位（修士号）プログラム日米複数学位（修士号）プログラム：国際公務員の育成を目指し、テキサス大学との連携

によるダブルディグリープログラムを 2012 年度から開始。 

 

２．２．２．２．積極的な国際協力事業への参画積極的な国際協力事業への参画積極的な国際協力事業への参画積極的な国際協力事業への参画        

((((1111))))    省庁省庁省庁省庁、、、、研究機関研究機関研究機関研究機関：外務省、文部科学省、環境省、国土交通省、国際協力機構や研究機関な

どからの委託を受け、国内外の短期専門家研修・学術調査・調査団などに積極的に参画。 

((((2222))))    国際協力機構の受託事業国際協力機構の受託事業国際協力機構の受託事業国際協力機構の受託事業：民間会社と共同事業体(JV)を立上げ、「バングラデシュ国小学

校理数科教育強化計画(2004-)」「カンボジア理数科教育改善計画プロジェクト(2008-)」な

どを受託し、組織的に教員(専門家)や学生（インターンシップ）を派遣して国際協力を実践。 

 

３．３．３．３．平和協力に関連する教育・研究・事業の実施平和協力に関連する教育・研究・事業の実施平和協力に関連する教育・研究・事業の実施平和協力に関連する教育・研究・事業の実施 

((((1111))))広島大学平和構築連携融合事業を推進広島大学平和構築連携融合事業を推進広島大学平和構築連携融合事業を推進広島大学平和構築連携融合事業を推進(2005 -2012 年度):国内外の国際協力機関と連携を図

り、ネパール、フィリピンに拠点を設け、現地の紛争当事者・政治家・研究者などとの対話

を行い、平和構築に関する研究とその実践活動を推進 

((((2222))))    大阪大学との連携大阪大学との連携大阪大学との連携大阪大学との連携 2011 年度-：「大学の世界展開力強化事業『アジア平和＝人間の安全保

障大学連合』を通じた次世代高品位政策リーダーの育成」を大阪大学、長崎大学、名桜大学

と連携して実施 

 

【お問い合わせ先】 

広島大学大学院国際協力研究科 

運営支援グループ 宮 秀貴 

TEL:082-424-6905 FAX:082-424-6904 

 


